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そ
の
仏
像
は
、
山
門
を
く
ぐ
っ

た
右
手
、「 
西  
向  
院 
」
の
額
を
掲
げ

さ
い 
こ
う 
い
ん

た
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
像
に
対
面
す
る
と
、
堂
内
を

圧
す
る
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

稲
田
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
像
高

２
ｍ
８ 
� 
を
測
る
、
伊
豆
最
大
の

古
像
な
の
で
す
。

　

経
典
は
、
釈
迦
の
身
長
を
一
丈

六
尺
（ 
丈 

じ
ょ
う 

六 
）
と
説
く
の
で
、
仏

ろ
く

像
の
大
き
さ
は
、
丈
六
が
理
想
的

で
す
。現
在
の
一
尺
は
約　
 
� 
で
、

３０

丈
六
は
４
ｍ　
 
� 
、
坐
像
は
そ
の

８０

半
分
。
稲
田
寺
像
は
こ
れ
に
及
び

ま
せ
ん
。
実
は
仏
像
に
は
、
古
い

 
周 

し
ゅ
う 

尺 
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ

し
ゃ
く

の
一
尺
は
現
在
よ
り
小
さ
い
の
で

す
。稲
田
寺
像
は
周
尺
に
基
づ
く
、

丈
六
像
な
の
で
す
。

　

仏
像
は
丈
六
が
望
ま
し
い
の
で

す
が
、
丈
六
像
の
造
像
は
費
用
面

で
も
、
安
置
す
る
建
物
を
確
保
す

る
点
で
も
大
変
で
、
実
際
は
等
身

大
以
下
の
仏
像
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

現
在
、
伊
豆
の
丈
六
像
は
、
他
に

 
修  
禅  
寺  
指  
月  
院 
の
釈
迦
坐
像
が
知

し
ゅ 
ぜ
ん 
じ 

し 
げ
つ 
い
ん

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
の
点

で
稲
田
寺
像
は
貴
重
な
の
で
す
。

�
��

�
�
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��

�
�
��
��

�
�

　

稲
田
寺
像
の
魅
力
は
、
穏
や
か

で
優
美
な
造
形
で
す
。
わ
ず
か
な

起
伏
で
表
現
し
た
肉
体
と
、
浅
く

整
理
さ
れ
た
衣
文
。
印
象
的
な
の

は
、
頬
が
ふ
く
ら
む
丸
顔
に
小
ぶ

り
な
目
鼻
立
ち
の
、
瞑
想
的
で
穏

や
か
な
表
情
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

大
仏
師
・ 
定 

じ
ょ
う 

朝 
が
確
立
し
た
様
式

ち
ょ
う

で
、
定
朝
様
は
平
安
中
期
か
ら
後

期
、
全
国
的
に
一
世
を 
風  
靡 
し
ま

ふ
う 
び

し
た
。
稲
田
寺
像
は
、
平
安
後
期

の
典
型
的
な
定
朝
様
の
仏
像
で
す
。

�
�
�
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と
こ
ろ
で
、
稲
田
寺
像
の
洗
練

�
�
�
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さ
れ
た
造
形
に
は
地
方
色
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
何
を

表
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
仏
像
は
、
大
浦
の
西
向
院

（
西
光
院
）
か
ら
き
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
西
光
院
は
、
河
津
の
谷

津
か
ら
移
っ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

仏
像
に
関
す
る
記
録
は
皆
無
で
す
。

　
 

足  
立  
鍬  
太  
郎 
氏
は
、
可
能
性
と

あ 
だ
ち 
く
わ 
た 
ろ
う

し
て
、
平
泉
の
奥
州
藤
原
氏
が
こ

の
像
を
京
都
で
造
ら
せ
た
も
の
の
、

輸
送
船
が
難
破
し
て
大
浦
に
漂
着

し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
河
津
の
谷
津
周
辺

に
は
、
南
禅
寺
な
ど
、
多
く
の
平

安
時
代
の
仏
像
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
本
像
も
こ
れ
ら
の
仏
像
と
関

係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。������

��������������������
��� �

（
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
田
島
）

�
�
�
�　

伊
豆
急
下
田
駅
か
ら

徒
歩
５
分
。

�
�
�
�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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稲  
田  
寺 
は
、
鶴
松
の
墓
、
津
な

と
う 
で
ん 
じ

み
塚
、
藤
棚
で
知
ら
れ
る
名
所
。

し
か
し
稲
田
寺
の
魅
力
は
以
上
に

留
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
寺
に
は
貴

重
な
仏
像
が
あ
る
の
で
す
。


